
第1回 小委員会

江別市都市計画マスタープラン～改定

江別市立地適正化計画～策定

令和 ４ 年 ７ 月 ８ 日

１．改定・策定の流れについて

２．現行計画の概要

１．現行マスタープランの概要

２．立地適正化計画とは

３．江別市の現状について

１． 人口関連について

２． 土地利用（住宅地）について

３． 土地利用（商業地）について

４． 土地利用（工業地）について

5． 土地利用（市街化調整区域）について

6． 現行都市計画マスタープランの実施状況

7． まちづくり市民アンケート調査について

1. 改定・策定の流れ

第１回

（7月8日）

第2回

（10月上中旬）

第3回

（１2月中旬）

第4回

（２月上旬）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

都市計画

マスタープラン等

小委員会

令和４年度 令和５年度

４～７月 ８～１１月 １２～３月

都市計画審議会

地域別構想の検討
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】
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等

立地適正化計画

都市計画

マスタープラン

4回程度開催（令和５年度）

計

画

案

答

申

・統計データの収集・整理

・アンケート調査結果分析

・将来像の検討

・都市づくりの

目標検討

・将来都市構造

の検討

全体構想作成

都市施設の

方向性

・都市機能誘導区域の設定

・居住誘導区域の設定

・誘導施設の設定 ・防災指針

・将来人口推計

・都市構造分析

・将来都市

構造の

検討

・都市機能、

居住誘導

方針の

検討

・都市機能誘導区域の検討

・居住誘導区域の検討

・誘導施設の検討

設

置

要

綱

議

決

小

委

員

会

（5月19日）

委

員

選

出

小

委

員

会

中間素案作成

・上位、関連計画の整理

・現計画の検証

・統計データの収集・整理

・アンケート調査結果分析

・災害リスク分析

課

題

整

理

公共交通

軸の検討

課

題

整

理

・改定、策定スケジュール

・江別市の現状

・現行計画の進捗状況

・課題抽出

・将来像、都市構造検討

・都市づくりの目標

・都市施設の方向性

・公共交通の検討

・都市マス：全体構想

・立地適正化計画：中間素案
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２. 現行計画の概要 １．現行マスタープランの概要

【都市づくりの目標】

２. 現行計画の概要 １．現行マスタープランの概要

【都市づくりの

基本方針】

①土地利用の方針

・拠点、住宅地、幹線道路沿道地、工業地、市街地周辺部

②都市施設整備の方針

・ 道路・交通、水と緑、上下水道・供給処理施設、公共公益施設

③都市環境の方針

・ 都市防災、景観、環境

○江別地域

・ 江別駅周辺の歴史性や界隈性、良好な河川環境などの特性を活かして地域の魅力を

高めるとともに、交通環境における優位性を活かした地域づくりを進める

○野幌地域

・ 野幌駅周辺を「えべつ版コンパクトなまちづくり」における中心市街地として、地域の

魅力を高めるとともに、交通環境などの優位性を活かした地域づくりを進める

○大麻 ・ 文京台地域

・ 少子高齢化や建物の老朽化などの課題に対応するとともに緑豊かで良好な住環境や

交通環境の優位性を活かした地域づくりを進める

○豊幌地域

・ 豊かな自然環境や農村景観などに恵まれた特性を活かして地域の魅力を高めるとと

もに、継続的な治水対策による安全・安心な地域づくりを進める

○農村地域

・ 江別市の食料生産地として、農地の保全を基本としながら、良好な自然環境、農村景観

や都市との近接、交通利便性などの優位性を活かした地域づくりを進める

【地域別構想】
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２. 現行計画の概要 ２．立地適正化計画とは

都市再生特別措置法第８１条の規定に基づき、

住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図る

「マスタープランの高度化版」

同法第８2条により、

「都市計画マスタープランの一部とみなす」

▼コンパクトなまちづくりの更なる推進

【計画の位置付け】

【背景】

⇒ コンパクトなまちづくりをより強化し、

多様化する各地域の課題への対応が求められる

・ 江別の顔づくり事業をはじめ、各種インフラ整備などによ

り、コンパクトなまちづくりに向けた環境は整いつつある

▼ 将来にわたって都市の持続性を維持する必要がある

２. 現行計画の概要 ２．立地適正化計画とは

公共交通

維持・充実を図る公共交通網を設定

＜出典：国土交通省資料を加筆修正＞

立地適正化計画区域 ＝ 都市計画区域 ＝ 江別市全域

市街化区域

居住誘導区域

居住を誘導し

人口密度を維持するエリアを設定

都市機能誘導区域

生活サービスを誘導するエリアと

誘導する施設を設定
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江別市企画政策部都市計画課

３. 江別市の現状について

令和 ４ 年 ７ 月 ８ 日

１． 人口関連について

２． 土地利用（住宅地）について

３． 土地利用（商業地）について

４． 土地利用（工業地）について

5． 土地利用（市街化調整区域）について

6． 現行都市計画マスタープランの実施状況

7． まちづくり市民アンケート調査について
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＜将来人口の推移＞

1. 人口関連について

社人研による

人口推計は、

平成２７年国勢調査

を使用したものが

最新

江別市による

人口推計は、

令和２年国勢調査

を反映

国立社会保障・人口問題研究所と江別市推計の比較

資料 ：実績値 国勢調査

推計値 日本の地域別将来推計人口／国立社会保障・人口問題研究所（平成３０年）

第７次江別市総合計画策定に係る将来人口推計（令和４年５月）

国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）と江別市推計の比較

・ 社人研による推計は、平成２７年国勢調査を使用したものが最新

・ 人口が増加した令和２年の国勢調査が反映されていない。

社人研が行う人口推計を参考としながらも、

これまでの国勢調査の結果を活用した、

より現実的な人口推計である江別市推計を

用いることとする

1. 人口関連について

＜将来人口の推移＞
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＜将来人口の推移＞

1. 人口関連について

実績値 推計値

資料 ：実績値 国勢調査

推計値 日本の地域別将来推計人口／国立社会保障・人口問題研究所（平成30年）

資料 ： 実績値 国勢調査

推計値 第７次江別市総合計画策定に係る将来人口推計（令和４年５月）

実績値 推計値

社人研による人口推計 江別市推計による人口推計

・ 年齢３区分とも同じような減少傾向といえる。

・ 令和２７年においては、約8,000人の差となる。

・ 江別市推計の方が年少人口と生産年齢人口は多く、老年人口は少ない。

地区別人口

＜地区別人口・世帯数の推移＞

地区別世帯数

世帯数は年々増加傾向

1. 人口関連について

野幌・大麻地区は微増

資料 ：国勢調査 資料 ：国勢調査

・ 地区別人口について、野幌・大麻地区は近年微増、江別地区は減少。

・ 地区別世帯数について、総数は年々増加傾向であり、

各地区別としても近年は増加傾向にある。
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大麻地区

＜年齢３区分別人口の推移＞

江別地区

野幌地区

年少人口が微増

1. 人口関連について

江別市

資料 ：国勢調査

江別市の年齢３区分人口の推移

・ 生産年齢人口が減少、老年人口が増加している。

・ 年少人口についても減少傾向であるが、平成２７年から令和２年は

減少数が抑えられている。

1. 人口関連について

＜年齢３区分別人口の推移＞

各地区の推移

・ 各地区共通で生産年齢人口が減少、老年人口が増加している。

・ 年少人口については、野幌地区・大麻地区で近年微増である。
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江別市の高齢化率

30.4%

＜高齢化率の状況（町名別）＞

大麻地区：30.0%

野幌地区：30.8%

江別地区：30.0%

江別・大麻・

豊幌駅周辺

が特に高い

豊幌地区：34.6%

江別・大麻・

豊幌駅周辺

が特に高い

1. 人口関連について

野幌駅周辺

は他駅より

低い

江別市の高齢化の状況

・ 江別市全体では30.4％と高い数値を示している。

・ 平成２２年は21.8％であり、この１０年で高齢化は進行している。

・ （参考）令和２年国勢調査より、全国は28.6％、北海道は32.2％

各地区の比較

・ 豊幌地区は若干高いものの、各地区での差はあまりない。

・ 江別、大麻、豊幌駅周辺は特に高い数値を示している。

・ 一方、野幌駅周辺は抑えられている。

1. 人口関連について

＜高齢化率の状況（町名別）＞
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＜人口密度の状況（町名別）＞

野幌駅南周辺

は特に高い

1. 人口関連について

江別市の人口密度の状況

・ 大規模な公園や大型店舗などにより低めの町も散見されるが、

概ね40人/ha以上の町が多い。

・ 平成４年頃から市街化区域編入に併せて施行した土地区画整理事業

の地区は、概ね高い数値を示している。（P１２宅地開発関連図参照）

各地区の比較

・ 野幌駅南周辺は特に人口密度が高い。

1. 人口関連について

＜人口密度の状況（町名別）＞

� 第２回小委員会で、より詳細な人口密度を提示予定
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＜人口比較（平成２７年と令和２年）＞

大麻地区：＋832人

野幌地区：+746人

江別地区：▲951人

豊幌地区：▲50人

今後増加が

予想される

宅地開発に

より増加

1. 人口関連について

1. 人口関連について

＜人口比較（平成２７年と令和２年）＞

令和２年国勢調査による北海道内での江別市の状況

・ 市町村別で、札幌・旭川・函館・苫小牧・帯広・釧路に次ぐ第７位。

・ 人口が増加した市町村別では、札幌・千歳・恵庭に次ぐ第４位。

・ （参考）北海道は、平成２７年5,381,733 人から

令和２年5,224,614 人で、157,119 人減少している。

江別市の人口比較の状況

・ 江別市全体では、平成２７年120,636人から令和２年121,056人

で、420人増加している

・ 近年の民間宅地開発事業を施行した箇所は特に増加している。

各地区の比較

・ 野幌、大麻地区は人口が増加している。

・ 一方、江別、豊幌地区は人口が減少している。
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2. 土地利用（住宅地）について

＜宅地開発関連図＞

75.0％

85.0％

71.7％

97.4％

30.9％

74.3％

11.1％

85.5％

79.1％

江別市の宅地開発の状況

・ 地区計画全体としては、10年前の75.0％から86.3％に増加。

・ 概ね90％を超えており、住宅が張り付いている。

・ 民間宅地開発事業のよる区画は概ね完売している。

各地区の比較

・ 野幌、大麻地区は、概ね住宅が張り付いている。

・ 豊幌地区は近年、住宅件数が増えてきている。

＜宅地開発関連図＞

2. 土地利用（住宅地）について
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＜未利用地の状況（町名別）＞

鉄道林

跡地あり

今後利用が

見込まれて

いる

大規模

未利用地

あり

未利用地率

が高い

小学校

跡地あり

住居系の比率

が高い

2. 土地利用（住宅地）について

＜札幌圏の用途地域構成＞

江別市の用途地域構成

・ 札幌圏の中では住居系が75.0％と最も高い住宅都市である。

江別市の未利用地の状況

・ 10年前と比較し、全体的に未利用地率は低くなっている。

＜札幌圏の用途地域構成＞

＜未利用地の状況（町名別）＞

各地区の比較

・ 野幌、大麻地区は、未利用地率は低くなっている。

・ 現在、未利用地率が高い（利用されていない）箇所が、江別地区に

点在している

・ 豊幌地区は全体的に、未利用地率が高くなっている。

2. 土地利用（住宅地）について
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3. 土地利用（商業地）について

＜大規模小売店舗 位置図＞
大

規

模

小

売

店

舗

の

配

置

が

薄

い

南大通開通により行き来が容易に

江別市の大規模小売店舗の状況

・ 10年前と比較し、大規模小売店舗数は21店舗から24店舗に

増加している。

・ 概ね市内各所に点在している。

各地区の比較

・ 中心市街地である野幌周辺には商業が集積されている。

・ 豊幌地区は、大規模小売店舗の配置が薄い。

＜大規模小売店舗 位置図＞

3. 土地利用（商業地）について
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4. 土地利用（工業地）について

＜工業団地位置図＞

＜工業出荷額＞

＜製造業の事業所数・従業者数＞

RTNパーク

第２工業団地

第１工業団地

近年は

増加の傾向

ともに

概ね横ばい

操業 17社 ・ 未操業 4社

分譲地は0.75ha

操業 173社 ・ 未操業 20社

分譲地は無し

操業 44社 ・ 未操業 12社

分譲地は無し

（R3.8.1現在）

江別市の工業団地の状況

・ 第１工業団地、第２工業団地とも概ね操業され、分譲地は無い状況。

・ RTNパークも概ね操業され、分譲地は0.75haと少ない。

・ 工業出荷額は、近年増加の傾向を示している。

・ 製造業の事業所数・従業者数はともに概ね横ばいである。

・ 製造業の種別では、食料品が最も多く、窯業・土石製品、金属製品と

続いている。

＜工業団地について＞

4. 土地利用（工業地）について
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＜土地利用計画図＞

5. 土地利用（市街化調整区域）について

市街化区域外縁には

農業地域が広がっている

江別西IC

大麻駅

野幌駅 高砂駅

江別駅

豊幌駅

江別東IC

３番通

国道１２号

野幌森林公園

広大な自然環境を有する

野幌森林公園が

市街地に隣接している

ジョイフルエーケー

などが立地

江別市生涯活躍のまち

「ココルクえべつ」

全面オープン（令和3年度）

都市と農村の交流センター

「えみくる」

完成（平成29年度）

5. 土地利用（市街化調整区域）について

＜農作業体験施設等現況図＞

各所で、市民農園・直売所・農家レストランなど

が運営され、都市と農村の交流拠点としての役

割を果たしている
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～人口関連まとめ～

� 令和２年の国勢調査では、平成２７年から、420人増加の

121,056人であった

� 老年人口は増加し、高齢化率は上昇しているが、一方で、近年

は年少人口について微増である

� 人口推計は、社人研と江別市推計のうち、より現実的な江別市

推計を用い、令和２７年には93,000人程度まで減少する

� 令和２７年には、生産年齢人口は69,000人から45,000人、

年少人口は13,400人から8,400人まで減少する推計である

� 近年の人口増加の流れを維持し、若年・子育て世帯などの定住

人口の増加につながるような取組みが求められている

■ 人口関連について

～土地利用まとめ～

� 近年、住宅の需要が高まり、土地区画整理や民間宅地開発地区

に住宅が張り付き、年少人口を含めた人口増加に繋がってい

ると考えられるため、この流れを維持する取組みが必要

� 全体的に未利用地は少ないが、一方で、数少ない大規模未利用

地を今後どのように土地利用していくかの検討が必要

� 商業施設は市内各所に点在しており、今後の都市づくりとして

産業振興を踏まえた土地利用のあり方などの検討が必要

� 工業団地は概ね操業されており、分譲地はRTNパークのごく

わずかであるため、今後の土地利用に対する検討が必要

� 東西インターチェンジ周辺は、産業振興やまちの魅力の向上につ

ながる土地利用の可能性への検討が必要

■ 土地利用について
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現行都市計画マスタープランの実施状況

（１）江別地域

計画（上段）

実施（下段）

・地区核にふさわしい土地利用を

市民協働で検討

・未利用地等の活用により、まち

なか居住、商業業務機能等の誘

導を官民一体となって推進

・江別駅跨線人道橋、駐車場の整

備促進

・江別河川防災ステーションの防

災拠点・市民交流の場としての

活用

・道央圏連絡道路（国道337

号）の整備促進

・札幌圏連携道路（道道札幌北広

島環状線）の整備促進

・周辺の工業系土地利用の検討

・交通環境の向上について

の検討

・千歳川の総合的な治水事

業の推進

・流通業務地・関連業務地の形成

・江別太遊水地の整備促進

・太陽光発電施設の整備推

進

・R6年度の事業着手に向けて、関

係機関協議や各種手続を実施

・江別グリーンエコナジー

発電所完成(H26年度)

・高砂駅北側に送迎車用停

車場を整備（平成30年

度）

・国による堤防整備を実施

・「江別市かわまちづくり

協議会」にて堤防周辺の

利活用を検討

・(仮称)江別東IC特定流通業務施

設用地として誘致活動を実施

・自治会や市民団体を含む「江別

駅周辺地区土地利用検討委員

会」で土地利用を検討

・跨線人道橋を架けかえ(H26年

度)

・駐輪場を整備(H27年度)

・美原道路(江別市～当別町)

の8.0kmが開通(H22年度)

・中樹林道路(江別市～南幌

町)を整備中（R6年度開通予

定）

・防災拠点として活用のほか、物

産品の販売や地域イベントを開

催し、観光・賑わいを創出

・R2年度に供用開始
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現行都市計画マスタープランの実施状況

（２）野幌地域

・道道江別恵庭線の整

備促進

・市営住宅新栄団地の

まちなか居住の先導

的な取組みを図った

建替の推進

・都市緑地（鉄道林）

の整備・保全の検討

・大麻インター線の整

備促進

・集約型都市構造の形成に向けた中心市

街地の育成

・江別の顔づくり事業の推進

・土地の複合・高度利用や幹線道路沿道

にふさわしい用途転換の検討

・れんがのまちにふさわしい景観形成

・グリーンモールの整備

・東野幌総合公園の整備に向けた検討

・ＲＴＮパークの自然環境・交通

環境を活かした企業誘致の推進

・事業実施中

・全6棟のうち、5棟完

成。（R5年度までに

全棟完成予定）

・野幌中央緑地完成

(R2年度)

・大学や各種研究機関、先端技術

関連施設、食品関連産業が立地

・札幌圏都市計画の方針に基づき、公園

区域を見直し縮小（R4年度都市計画変

更）

・江別の顔づくり事業により

天徳寺グリーンモール（平

成27年度）、東西グリーン

モール、駅南グリーンモー

ルが完成（令和元年度）

・江別の顔づくり事業がR3年度に完了

・幹線道路の整備による周辺環境の変化

に合わせた用途地域の変更を実施

・ホテルリボーン野幌や市民交流施設

「ぷらっと」、野幌駅前ビルが建設

・商店街建築協定に基づき、れんがを用

いたまちなみの形成

・駅前広場にれんがモニュメントの設置

・鉄道高架下を活用した駐輪場の整備

計画（上段）

実施（下段）

・事業実施中
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現行都市計画マスタープランの実施状況

（３）大麻・文京台地域

・大麻インター線

の整備促進

・大麻地域・文京台地域の特

性に応じた地区核の形成

・野幌森林公園の保全・活用

・林野火災の予防の組織的な

対策

・流通業務地、産業振興やまちの魅力

の向上に寄与する土地利用の検討

・空き家の有効活用、住みかえなどに

よる住環境活性化の推進

・事業実施中

・地区計画の策定により、ジョイフル

エーケーなどが立地

・空家等対策計画の策定(H29年度)

・江別市生涯活躍のまち「ココルクえ

べつ」全面オープン（R3年度）

・住宅取得支援事業の実施（平成28年

～令和元年度）

・大麻地域と文京台地域を結

ぶ大麻駅跨線人道橋架け替

えの検討

・大麻体育館耐震改修の実施

（H28,H29年度）

・野幌森林再生プロジェクト

の実施

計画（上段）

実施（下段）
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現行都市計画マスタープランの実施状況

（４）豊幌地域

・継続的・効果的な治水対策の推進

・交通結節、商業業務機能が集積し

た地域の日常活動の拠点形成

・コミュニティ形成を図るための公

共施設等の活用の検討

・農のある暮らしの特性を活かした

住環境の形成

・江別市版河川増水時のタイムライ

ン（防災行動計画）作成

・地元住民による現地巡視の実施

・国による河川改修等の実施

・デマンド型交通実証運行の実施

・豊幌小学校の図書館を地域に開放

・豊幌地区センターでのイベントや

親子であそべるひろばの開催

・地区計画に基づく、住み良い住環

境の維持

・市街地周辺においてグリーン・

ツーリズムに基づく農作業体験等

の施設が立地

計画（上段）

実施（下段）
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現行都市計画マスタープランの実施状況

（５）農村地域

農村地域の特性を活かした農業展開と都市部との交

流促進

・優良農地の保全と都市型農業の推進

・都市と農村の交流を促進する土地利用の検討

・都市と農村の交流センター「えみくる」完成(H29

年度)

・農村滞在型余暇活動機能整備計画に基づき、32件

の農作業体験施設等が展開。

・第4次江別市農業振興計画の策定(H30年度)

・都市と農村交流事業の推進

豊かな自然環境の保全と調和した都市景観の形成

・田園風景、野幌森林公園、河川環境など、

自然環境、農村環境の保全

・都市部と農村部の連続性に配慮した景観形成

・土地利用を行う場合の周辺環境への配慮

・都市景観賞の開催、都市景観フォトコンの開催、

景観パンフレットの作成

・保存樹木の指定による緑の保全

・市民団体によるノハナショウブの保存活動

・周辺環境と調和した「えみくる」の建設

産業振興に寄与する地域資源の活用

・フード特区の指定による農業と食関連産業・大学・研究機関など

との連携を視野に入れた土地利用の検討

・インターチェンジ周辺・近傍地の戦略的な土地利用の検討

・野幌森林公園に隣接する周辺市街地や自然環境教育などの活用

・インターチェンジ周辺に流通業務施設が立地

・ＲＴＮパークに食品関連産業の立地の促進

・野幌森林づくり塾の開催(林野庁)

計画（上段）

実施（下段）
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江別市企画政策部都市計画課

江別市まちづくり市民アンケート調査について

令和 ４ 年 ７ 月 8 日

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜調査の概要＞
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜回答者の属性＞

827人

1,176人

746人

729人

395人

120人

37人

17人

451人

505人

211人

253人

182人

330人

82人

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

� 「満足（１２．０％）」 と 「ほぼ満足(42.7%)」の合計は

５４．７％ ⇒ 回答者の過半数は“満足”

� 「やや不満（８．８％）」 と 「不満（２．６％）」の合計は１１．４％

⇒“不満”を感じている人は約１割

＜調査結果＞

54.7%
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

� 「ずっと住み続けたい（28.5％）」 と「できるなら住み続けた

い（51.0％）」の合計は79.5％

⇒ 回答者の約８割が“定住意向”

＜調査結果＞

79.5%

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

＜調査結果＞

質問項目：４７項目（６分類）

【分類】

満足度 重要度 点数

とても満足 力を入れてほしい ＋２

やや満足
できれば力を入れてほしい

＋１

ふつう 今のままでよい ０

やや不満
あまり力を入れる必要はない

－１

とても不満 力を入れる必要はない －２

わからない わからない ０

拡大

得られた回答から

「満足度」と「重要度」を

点数化し、項目ごとに

平均値をマッピング

-1 0

と

て

も

満

足

や

や

満

足

ふ

つ

う

や

や

不

満

と

て

も

不

満

わ

か

ら

な

い

力

を

入

れ

て

ほ

し

い

で

き

れ

ば

力

を

入

れ

て

ほ

し

い

今

の

ま

ま

で

よ

い

あ

ま

り

力

を

入

れ

る

必

要

は

な

い

力

を

入

れ

る

必

要

は

な

い

わ

か

ら

な

い

（１） ごみの収集処理や・・・ 1 2 3 4 5 6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

（２） 身近な自然環境保全・・・ 1 2 3 4 5 6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

・

・

・

（４７） 「市政への参加・・・ 1 2 3 4 5 6 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

質問項目

現在の満足度 今後の重要度
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

【満足度が高い】

� 「身近な公園の整備状況」

� 「日用品の買い物のしやすさ」

� 「住宅環境の快適性」

� 「レンガの活用や緑・花が調和した街並み」

� 「水道水の供給と下水道の整備状況」

【満足度が低い】

� 「身近な生活道路の整備状況」

� 「徒歩や自転車での移動のしやすさ」

� 「公共施設や公共空間のバリアフリー化」

� 「道路や歩道の除排雪」

� 「公共交通機関の利用のしやすさ」

� 「駅周辺など市街地のにぎわい」

-1 0

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜調査結果＞

� 「スーパー（71.0％） 」が最も高く、「病院（62.4％） 」が２番

目に高い割合

� 次に高いのは「バス停（24.9％）」、「金融機関（24.5％）」

＜設 問＞

28



■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞ ＜調査結果＞

� 「そう思う（17.3％）」と「どちらかといえばそう思う

(37.8%)」の合計は55.1％ ⇒ 肯定的な意見が過半数

� 「どちらかといえばそう思わない（14.6％）」 と 「そう思わな

い（8.4％）」の合計は23.0％ ⇒ 否定的な意見は約２割

55.1%

� ２０代と３０代では、肯定的な意見が６割超えており、それ以外

の年代に比べて高い

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜調査結果＞

【年代別】

【地区別】

� 野幌地区では、肯定的な意見が約７割を占めており、それ以外

の地区に比べて高い

＜調査結果＞

問５～回答内訳

29



■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

＜調査結果＞

� 「バス路線の運行ダイヤの縮小や廃止など、交通サービスが低

下する（59.0％）」が最も高い

� 「子どもや若者の減少により、まちのにぎわいや活力が減少す

る（42.3％）」、「空き地･空き家が増え､適切な維持管理がされ

ないことにより居住環境が悪化する（40.8％）」が続いて高い

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜調査結果＞

＜設 問＞
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

� 「①の都市づくり（41.0％）」と「②の都市づくり（26.2％）」を

合計すると67.2％

⇒ 回答者の約７割が基本的には“まちの範囲を変えない”

� 「③の都市づくり」は 17.6％

⇒ 回答者の約２割は“まちを縮小すべき”

＜調査結果＞

67.2%

17.6%

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

＜調査結果＞
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜調査結果＞

、

� 「高齢者や障がい者など、すべての人が安心して暮らせるまち

（合計59.9％） 」が最も高い

� 続いて高いのは「医療体制や健康づくりが充実したまち（合計

44.9％）」、「事故や犯罪が少なく、災害に強いまち（43.4％）」、

「子どもたちが地域で安心して暮らせるまち（40.5％）」

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

＜調査結果＞

� ほとんどの回答者は、江別市

内で日用品の買い物をして

いる
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

「日用品の買い物への主な移動手段」の各地区の調査結果

32.6%

35.5%

19.4%

� どの地区も自家用車等の割合が高い（５０％以上）

� 「大麻・文京台地区」と「野幌地区」は、他の地区と比較して「徒

歩・自転車」の割合が高い

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜設 問＞

＜調査結果＞

� 約２割の回答者が、札幌市の

病院を利用している

（日用品は１割未満）

19.3%
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「病院への主な移動手段と利用場所」の各地区の調査結果

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜大麻・文京台地区＞ ＜野幌地区＞

＜江別地区＞ ＜豊幌地区＞

15.7%

19.8% 18.7%

24.3%

24.3%

84.9%

69.2%

85.0%

【大麻・文京台地区】

� 移動手段は他地区と比較して「バス」が多く、利用場所は「札幌

市（都心部以外）」が多い

【野幌地区】

� 移動手段は「徒歩」が多く、利用場所は「江別市内」が多い

【江別地区】

� 移動手段は「車・バイク」が多く、利用場所は「江別市内」が多い

【豊幌地区】

� 移動手段は「ＪＲ」が多く、利用場所は「札幌都心部」が多い
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■ まちづくり市民アンケート調査結果について

＜自由意見の大項目の分類＞

� 自由意見では、「都市づく

り」に関する意見が突出し

て多い

� その中でも、「公共交通」や

「駅前のにぎわい」に関す

る意見が半数近く

約６割

■ まちづくり市民アンケート調査結果について

生活環境や市民協働

保健・医療・福祉

産 業

教育・文化・

スポーツ・相互交流

市政への市民参加や

行政サービス

全 般

� 他の分類で多かった意見

は、「高齢者支援」、「子育

て支援」、「定住、人口減

少対策」など
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～アンケート結果まとめ～

� 住み心地に不満がある人は少なく、定住意向が高い

� 買い物や公園など住環境に満足している人が多い

� 注目度が高い「公共交通機関」や「駅周辺のにぎわい」に対する

満足度は低く、将来的な人口減少などにより、それらに対して

不安を感じている人も多い

� 移動手段や利用場所に関する回答から、地区ごとの移動傾向

が大まかに表れている

� 現行計画のコンパクトなまちづくりを踏襲しつつ、子供から高

齢者等すべての人が暮らしやすいまちづくりが求められている

■ まちづくり市民アンケート調査結果について
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